
 

 

 

 

先日、文部科学省から、「平成２６年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査」の結果が公表されました。

（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1361390.htm）この調査は、各都道府県のＩＣＴ環境の整備状況を毎年調べるものです

が、それと同時に教員のＩＣＴ活用指導力という調査も行っています。本市では、このＩＣＴ活用指導力について、平成

２５年度と比べ、どの項目においても「わりにできる」若しくは「ややできる」と回答した教員の割合が増加しており、

特に「情報モラルなどを指導する能力」の項目の増加が多く見られ、日頃から子どもたちに情報モラルを指導していく意

識の高まりが明らかになりました。これからも、子どもたちと一緒に話し合いながら、情報モラル意識を高めてほしいと

思います。 

今回は、６月に市内小中学校６校で行った、アンケート調査の結果を一部紹介させていただきます。この調査から、子

どもたちの「今」の現状や傾向を知っていただき、学校や家庭で情報モラル意識をさらに高めていけるような取り組みを

行ってほしいと思います。 
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左の２項目の回答グラフから、子どもたちの実

態として、２点の傾向が見られます。 

○機能限定の携帯電話→スマートフォンへ 

スマートフォン所持率が学年を経るごとに増

加が見られる反面、機能限定の携帯電話（キッズ

ケータイ等）は減っています。 

○電話・メール→SNS利用へ 

小学生では電話やメールの使用割合が高く、中

学生ではSNSの使用割合が増加しています。 

この傾向から危惧されることは、機能限定の携

帯電話からスマートフォンへの機種変更によっ

て、使用できる機能の増加やSNS利用が可能とな

り、使用時間の増加とインターネット上のトラブ

ルが発生することが考えられます。 

様々な機器の利用は、「正しく使う」

だけでなく、「よりよく使う」ために

必要な情報モラルについても考えな

ければなりません。 

～携帯電話・スマートフォン等実態調査～ 

市内6校の小学４年生～中学3年生にアンケー

ト調査を行いました。その一部を紹介します。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1361390.htm
http://www.sagamihara-kng.ed.jp/newpage4-8-1.htm


 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

1日にSNS等で送受信する回数 

学年 10回以下 50回以下 50回より多い SNSを使わない 

小学4年生 10.3% 2.3% 0.0% 54.0% 

小学6年生 12.0% 3.4% 3.4% 64.1% 

中学1年生 29.1% 1.8% 18.2% 23.6% 

中学3年生 23.3% 7.0% 31.4% 5.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（8/31現在：341サイト、前月比±0） 

 
（8/31現在：1568サイト、前月比+262） 

●個人情報が掲載されているサイト数           ２５件 

●飲酒・喫煙などの不法行為が掲載されているサイト数    ０件 

●誹謗中傷が書き込まれているサイト数          ４１件 

●トラブルについて書き込まれているサイト数        ０件 

●その他（不適切な内容の書き込みがあるサイト数）    ５４件 

●個人情報が掲載されているサイト数       １５１１件 

●飲酒・喫煙などの不法行為が掲載されているサイト数 ６３件 

●誹謗中傷が書き込まれているサイト数       １２８件 

●トラブルについて書き込まれているサイト数      ０件 

●その他（不適切な内容の書き込みがあるサイト数） １８６件 

お問い合わせは、相模原市立総合学習センター学習情報班（042-754-2577）までお願いします。 

①利用時間について（適切な利用時間は？） 

３時間以上と回答した割合が小学校６年生

から中学3年生にかけて倍増しています。 

また、１時間以内と回答した割合はそれほ

ど変化がありませんでした。 

②SNS等のやりとりについて（上限は？） 

SNS を利用する割合は中学生になると飛躍

的に増加しています。その中でも、５０回よ

り多いと回答した割合が、中学生になると増

加しています。しかし、１０回以下と回答し

た割合も、中学生になると増加しています。 

③個人情報の公開について（自分は？） 

SNS 等で自分の氏名等個人情報を公開して

いないと回答した割合は中学生になると増加

しています。特に中学３年生では、約半数は

公開していないと回答しています。しかし、

公開していると回答した子どもも少数ながら

見られました。 
 

 

 

これらの項目では、個人によって様々な回答

が見られました。そのため①～③について、現

状を聞き、その子ども一人ひとりに合わせた、

家庭での約束づくりを行っていくことが必要

です。 

本ページのグラフや表から、注目する点を取り上げます。

様々な機器を「よりよく使う」ために、次の①～③につい

て、子どもたちに問いかけ、話し合ってほしいと思います。 


